
 

発     言     通     告     書 

    令和 8年 9月 7日 

松山市議会議長 大 塚 啓 史 殿   

  松山市議会議員 岡   雄 也 

次のとおり通告します。    

発言順位 １ 受領日時 9月 7日 午前・午後 1時 40分 2 枚中 1 枚目 

質問等の方式 一問一答方式  ・  一括方式 発言時間 約 60 分 

答弁を求める者 
･市長    ･教育長    ･選挙管理委員会委員長    ･公平委員会委員長 

･農業委員会会長    ･監査委員    ･公営企業管理者 

 

No 件        名 発  言  の  要  旨 

1 令和 7年度一般会計の決算から見 （１）令和 7年度決算の評価と本市の財政構造に対する認識を問う。 

 た財政構造と令和 9年度予算編成 （２）今後の財政需要と大型事業への対応について、財政負担の見通 

 について  しと事業の優先順位を問う。 

  （３）令和 9年度予算編成について 

   ①財政規律を踏まえた予算編成の考え方を問う。 

   ②県費補助率の見直しを要請することへの考え方を問う。 

   

2 第 2次松山市公共施設等総合管理 （１）第 1次計画の 10年間の検証について 

 計画について  ①10年間の施設削減量の純減が約 0.3％にとどまった要因の分析を 

    問う。 

   ②分析した結果、第 2次計画へどう反映するのか。 

  （２）第 2次計画の成果指標について 

   ①計画期間 20年の間で 10％程度の削減を目指す理由を問う。 

   ②計画期間の成果を検証できる定量的な KPIを設定する考えについ 

    て問う。 

  （３）施設更新について全庁共通の判断基準を設ける考えはないか。 

   

3 観光振興計画の策定に向けた質の （１）松山市観光客推定の在り方について 

 重視と受入れ環境の整備について  ①推定観光客数の算出根拠の見直しを行い、他市と比較できるよう 

    基準をそろえる考えはないか。 

   ②イベント来場者数の算出方法及びイベント来場者を推定観光客数 

    へどう反映するのかを問う。 

  （２）新たな観光振興計画の成果指標に関し、「量」から「質」を重視した 

   KGIを位置づけ、KPIを体系的にする考えはないか問う。 

  （３）多言語対応と災害時の情報提供など受入れ環境整備を行うことに 

   ついて本市の見解を問う。 

   



 

 松山市議会議員 岡   雄 也 

 

 2 枚中 2 枚目 

 

No 件        名 発  言  の  要  旨 

4 生成 AI との向き合い方について （１）生成 AI活用における本市共通の基本方針、活用実態及び効果検 

   証を問う。 

  （２）教育現場における生成 AIの活用について 

   ①生成 AIの活用に関する教職員研修の内容を問う。 

   ②校務における生成 AI活用による変化を測る指標の設定を問う。 

  （３）児童・生徒の生成 AIとの向き合い方について、次期学習指導要領 

   の実施までを見据えた指針・指導体制の整備を問う。 

   

5 放課後児童クラブ制度の見直しにつ （１）令和 9年度開始予定の制度変更の目的と効果について問う。 

 いて （２）保護者と児童クラブの負担増につながるおそれのある徴収方法に 

   ついて 

   ①おやつ代も市が徴収すべきと考えるが本市の見解を問う。 

   ②おやつ代が 2倍から 3倍と差があると認識しながらも、据え置きした 

    理由を問う。 

  （３）配慮を要する児童の受入れと本市の責任について問う。 

   

6 野志市政 4期 16年の総括について 市長就任 4期 16年間の総括と所感を問う。 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   
 


